
平
成
二
年
政
令
第
三
百
七
十
一
号

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す

る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
五
十
五
号
）
第
七
条
及

び
附
則
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。

（
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
な
い
道
路
の

部
分
）

第
一
条
　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関

す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
政
令

で
定
め
る
道
路
の
部
分
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
ト
ン
ネ
ル
内
の
道
路

二
　
橋
の
下
の
道
路
の
部
分

三
　
雪
覆
工
又
は
防
砂
の
た
め
の
施
設
で
道
路
を
覆
う

も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
道
路

の
部
分

四
　
道
路
の
上
空
に
建
物
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
又

は
道
路
と
建
物
と
が
一
体
的
な
構
造
で
あ
る
場
合
に

お
け
る
そ
の
建
物
の
下
の
道
路
の
部
分

五
　
道
路
、
鉄
道
又
は
軌
道
で
高
架
の
も
の
と
立
体
交

差
す
る
下
の
道
路
の
当
該
交
差
部
分

（
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
な
い
自
動
車
）

第
二
条
　
法
第
七
条
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
自
動
車

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二

百
七
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車

及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
交
通
法
（
昭

和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項

の
緊
急
自
動
車
と
さ
れ
る
自
動
車

二
　
道
路
交
通
法
施
行
令
第
十
四
条
の
二
第
一
号
に
規

定
す
る
自
動
車
の
う
ち
、
除
雪
の
た
め
に
使
用
す
る

も
の

三
　
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七

十
九
号
）
第
百
五
十
七
条
に
規
定
す
る
自
動
車

四
　
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

二
十
三
号
）
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害
応

急
対
策
を
実
施
す
る
た
め
運
転
中
の
自
動
車
（
災
害

対
策
基
本
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百

八
十
八
号
）
第
三
十
三
条
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た

も
の
に
限
る
。
）
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法

（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
条
第
五

号
に
規
定
す
る
緊
急
事
態
応
急
対
策
を
実
施
す
る
た

め
運
転
中
の
自
動
車
（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置

法
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
百
九
十
五
号
）
第

八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
第
三
十
三
条
第
一
項
の

確
認
（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
く
も
の
を
含
む
。
）
を
受
け
た
も
の
に
限

る
。
）
又
は
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和

五
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
第
十
四
号
に

規
定
す
る
地
震
防
災
応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め
運

転
中
の
自
動
車
（
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
施

行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
三
百
八
十
五
号
）
第

十
二
条
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）

五
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
災
害
を
受
け
た
者
の
救

助
そ
の
他
の
環
境
省
令
で
定
め
る
緊
急
用
務
を
行
う

た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
で
、
環
境
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
使
用
す
る
者
の
申
請
に
基

づ
き
環
境
大
臣
が
交
付
す
る
証
明
書
を
備
え
付
け
た

も
の

六
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
交

付
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳
に
同
法
別
表
第
四
号

又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
身
体
上
の
障
害
が
あ
る
者
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者
で
そ
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
携
帯
し
て
い
る
も
の
が
運
転
し
て
い
る
自
動
車

七
　
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第

百
六
十
八
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け

た
戦
傷
病
者
手
帳
に
肢
体
不
自
由
の
程
度
又
は
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
若
し
く
は
直
腸
若

し
く
は
小
腸
の
障
害
の
程
度
が
恩
給
法
（
大
正
十
二

年
法
律
第
四
十
八
号
）
別
表
第
一
号
表
ノ
二
の
特
別

項
症
か
ら
第
六
項
症
ま
で
又
は
別
表
第
一
号
表
ノ
三

の
第
一
款
症
か
ら
第
三
款
症
ま
で
で
あ
る
者
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
者
で
そ
の
戦
傷
病
者
手
帳
を
携
帯

し
て
い
る
も
の
が
運
転
し
て
い
る
自
動
車

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
の
禁
止
が
猶
予
さ
れ
る
自

動
車
等
）

２
　
法
附
則
第
三
条
の
政
令
で
定
め
る
自
動
車
は
、
道
路

交
通
法
第
三
条
に
規
定
す
る
大
型
自
動
車
及
び
普
通
自

動
車
並
び
に
こ
れ
ら
の
自
動
車
に
け
ん
引
さ
れ
る
同
法

第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
軽
車
両
で
、
車

両
総
重
量
が
三
ト
ン
を
超
え
る
も
の
と
し
、
法
附
則
第

三
条
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
五
年
三
月
三
十
一

日
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
一
一
月
一
九
日
政
令
第
三

四
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
一

三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
八
日
政
令
第
四

五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
五
月
一
七
日
政
令
第
一
八

〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

1


